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Abstract

The purpose of this study was to develop a scale for socialization and investigate

the influences of socialization, responsibility for sex, sex role attitude, love style

（ludus）and trust/relief in sexual decision-making （contraceptive use）.
399 undergraduates, 237 female and 162male, participated in the research.

It was found that six factors could be extracted using factor analysis of

socialization: assertiveness, intelligent choice, respect for others, future plans, will-

power and basic socialization. In women, determinants of contraceptive use were

responsibility for sex and sex-role attitude. In males these were responsibility for

sex and basic socialization. The results suggest the importance of education to

improve socialization, including in career education.
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Ⅰ．問　題

これまで、リプロダクティヴ・ヘルス／ライツの概念のもと、性に関する知識獲得の状
況、性行動の現状、高齢社会において表面化してきた高齢者のセクシュアリティの問題、
摂食障害や美容整形などに見られる身体観の問題、一般的な場合と親しい男女の場合で異
なるアサーションの問題、また、暴力を取り巻く性情報、自尊感情、依存心の問題などを
取り上げ、大学生を対象に調査を継続してきた。
今回は、性の低年齢化に伴う売買春が問題になっており、性的同意年齢の問題もクロー
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ズアップされてきていることから、性的自己決定について取り上げたいと思う。
これまで、性的自己決定に関して様々なことが言われている。
平野（1998）は、子どもを性的暴力から保護するためには、加害者を罰することのみな
らず、子どもの性的自己決定権を支えるためのサービスを提供していくことが決定的に重
要であることを指摘し、子どもたちが自分の性に自尊心を持ち、性に関わる自己決定権を
行使していくことが暴力からの効果的な保護であると述べている。
宮地（2003）は、日本の法は、男性に甘く女性に厳しい性道徳の維持に役立ってしまっ
ているが、国際的な流れとしては、性道徳の維持ではなく、個々人の性的自己決定権の尊
重が重要視され、それを基盤にした法整備が各国に求められていると、性暴力の裁かれ方
との関連で述べている。
村瀬（2003,2005）は、性的自己決定の力は、予知力と交渉力によって構成されると考

えている。さらに、予知力は科学的認識力（性に関する科学的な理解）と社会的認識力
（性をめぐる社会事象、ジェンダーバイアス、法律その他）で構成され、一方、交渉力は
相手との関係を作る力（交渉術とプライド）と社会に対する問題対応力、解決に向かって
いく力であると考えている。
麦島（1997）は、性的自己決定に必要な用件として、自分への価値付け、相手の性の尊
重、両者の関係が周囲との愛の関係を破壊しない調整力が必要であると述べている。
宍倉（2002）は、大きな社会問題となっている若者の性行動や内在化する心のトラブル
の原因を自尊感情や自己認識の欠如にあると指摘し、それを性的自己決定力の教育におい
て学ばせたいと述べている。そこで育てるものは、自己肯定感、互いの思いを伝える力、
性の予知力や性行動の予見力、性情報に対する批判力、共生力であるとまとめている。
五十嵐（2005）は、キャリア教育との関係性を指摘し、キャリア教育とは、すなわち

「生き方教育」であり、この教育で育む４つの能力（国立教育政策研究所，2003）は、人
間関係形成能力、情報活用能力、将来設計能力、意志決定能力であり、これらは、性教育
で育む力にも当てはまると述べている。そして、これらがきちんと備わっていれば自ずと
性的自己決定もできるはずであると考えている。さらに、キャリア選択の際、自分自身の
ジェンダー観に左右される場合が多いため、ジェンダー意識を考慮する必要性を示してい
る。
渡辺（2004）は、上述の４つの力（人間関係形成能力、情報活用能力、将来設計能力、

意志決定能力）の中で、特に人間関係形成能力は、「社会性」と深く関連していることを
指摘し、最近、産業界が若者に不足していると指摘している能力はまさにこの社会性にあ
るとしている。
こうした「社会性」ということばに関して遠藤（2004）は、日本語の「社会性」という
術語の意味を一意的に定めることは難しく、広く発達や教育に関わる様々な文脈で、実に
多様な意味で用いられていることを指摘している。たとえば倉戸・福田（1999）は、「社
会性は個人が他者との人間関係を通して個性的なあり方と社会的なあり方を構築し、その
人らしい対人関係能力の方略を自らのものにする過程である」とし、中田（2000）は、
「社会性とは、他者理解や集団行動、向社会的行動、自己統制などを含めた対人行動全般
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を示すことばであり、他者の立場や役割を理解し、状況に応じて適切な対応ができること
をいう」としている。また、繁多（1991）によると、狭義では、「他者との円滑な対人関
係を営むことができるという対人関係能力に限定して使われることもある」、広義では、
「その社会が支持する生活習慣、価値規範、行動基準などにそった行動がとれるという全
般的社会適応性をさす場合もある」としている。このように、社会性に関する定義には
様々なものがあるが、本研究においては、繁多（1991）による広義の社会性の定義に従
う。
以上のことから、性的自己決定権は生きていく上で重要な要素であること、また、性的
自己決定を支えるために様々な能力が必要であることがわかる。しかしながら、性的自己
決定をする際に、これら様々な能力の内のどの能力が大きく関与しているのかなどの定量
的分析結果を示したものは見当たらないようである。
そこで今回の調査では、性的自己決定能力を育むにあたって必要とされる能力を、上で
示された先行研究から広義の社会性と捉え、人間関係形成能力、情報活用能力、将来設計
能力、意志決定能力を軸に、自尊感情、ジェンダー意識、さらには男女間の関係性も要因
として加えることとした。本研究の目的は、性的自己決定の結果である性行動（避妊行動）
に、どのような要因が関連しているのかを探索的に検討することである。

Ⅱ．方　法

２－１．被調査者
被調査者は、本大学に在籍する学生であり、有効回答数は女性237人、男性162人、計

399人であった。その内訳は、Table１のとおりである。

２－２．調査方法
調査方法は質問紙による無記名回答方式で集団調査法を用いた。なお、質問紙への回答
の可否は被調査者自身で選択可能であり、質問紙冒頭にその選択欄を設けた。
実施時期は2006年５月、および、10月である。
２－３．調査項目
設問項目は大きく２つから成る。
一つは、性的自己決定に必要とされる能力であり、人間関係形成能力を問うもの（一般
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的社会性、道徳性、アサーション能力）、情報活用能力を問うもの、将来設計能力を問う
もの、意志決定能力を問うもの、に付加して、性の責任を問うもの、自尊感情を問うもの、
ジェンダー意識を問うもの、の計77問である。
各設問に関しては、既存尺度の他、独自に作成したものを使用した。一般的社会性につ
いては、「時間を守ることが出来る」、「他人に迷惑をかけない」など、７問すべて独自作
成である。道徳性については板津（1992）による「生き方尺度」の下位尺度「自他共存」
「他者尊重」と、岡田（1995）による「友人関係尺度」の下位尺度「気遣い」からの抜粋
で計６問に独自設問２問を加えた。性の責任性については、和田・西田（1992）による
「性的態度尺度」の下位尺度「性の責任性」から６問抜粋した。アサーション能力につい
ては、平石（1990）による「自己肯定意識尺度」の下位尺度「自己表明・対人的積極性」
から全７問を使用した。情報活用能力については、「自分から進んで情報を集めることが
出来る」「情報が正しいのか間違っているのかを判断することが出来る」など、６問すべ
て独自作成である。将来設計能力については、白井（1994）による「時間的展望体験尺度」
の下位尺度「目標指向性」から全５問に独自設問１問を加えた。意志決定能力については、
ヤマグチ・クールマン・スギモリ（1995）による「集団主義尺度（改訂版）」から４問抜
粋に独自設問２問加えた。自尊感情については、山本・松井・山成（1982）による「自尊
感情尺度」から全10問を使用した。ジェンダー意識については、鈴木（1994）による「平
等主義的性役割態度スケール短縮版」から全15問使用に被調査者の親の就業形態を問う独
自設問２問を加えた。これらの項目は、「当てはまる」（5）から「当てはまらない」（1）
の５段階で評定するように求めた。
もう一つは、性に関する行動レベルや両者の相互関係を問うものであり、恋人の有無と
性交経験の有無を問うもの２問、「あなたは、パートナーと避妊について話し合いますか」、
「あなたはセックスをするとき、相手の合意を確認しますか」など、性交や避妊行動に関
して問うもの６問、恋人との関係性を問うもの24問（力関係４問、信頼感や安心感12問、
真剣なのか遊びなのか８問）、の計32問である。
各設問に関しては、真剣なのか遊びなのかのみ、松井・木賊・立澤・大久保・大前・岡
村・米田、（1990）による「LETS-2」からルーダス（遊びの愛）全７問を抜粋し、独自設
問１問を加えた。これらの項目は、「当てはまる」（5）から「当てはまらない」（1）の５
段階で評定するように求めた。
その他の設問については、リプロダクティヴ・ヘルス／ライツに関する調査の以前の調
査項目より抜粋した。
最後に、フェイス項目として、性別と年齢を問うもの２問を加え、総設問数は111問で

ある。

Ⅲ．結　果

３－１．社会性尺度の作成
先行研究に基づき、探索的に社会性に関する項目を作成した。尺度の作成にあたり、ま

国際研究論叢

36



ず36項目に対して主因子法による因子分析を行った。固有値の変化および因子の解釈可能
性から６因子構造が妥当であると考えられた。次に、主因子法Promax回転による因子分
析を行い、十分な因子負荷量を示さなかった５項目を分析から除外した。最終的な因子パ
ターンと因子間相関の結果がTable２である。

第１因子は７項目で構成されており、自分の言いたいことを相手に伝えることができ、
自分をありのまま出せることなどを表す項目が高い負荷量を示していた。このことから
「アサーション」因子と命名した。第２因子は４項目で構成されており、将来の目標があ
ってそのための準備をしているなど、将来のことを計画的に考えていることに関する項目
が高い負荷量を示していた。先行研究を参考に「将来設計」因子と命名した。第３因子は
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５項目で構成されており、人の意見に流されることなく自分の意見を貫くことを表す項目
が高い負荷量を示していた。そこで「意志の強さ」因子と命名した。第４因子は５項目で
構成されており、相手に配慮することや相手の考えを尊重することなどを表す項目が高い
負荷量を示していた。このことから「他者尊重」因子と命名した。第５因子は４項目で構
成されており、情報を集めてその中から必要な情報を選択することができることを表す項
目が高い負荷量を示していた。先行研究を参考に「情報収集・選択」因子と命名した。第
６因子は６項目で構成されており、時間や約束を守ることや自分の行動に責任を持つこと
などを表す項目が高い負荷量を示していた。このことから、「基本的社会性」因子と命名
した。
各下位次元の信頼性係数は、第１因子α＝.86、第２因子α＝.85、第３因子α＝.75、第

４因子α＝.71、第５因子α＝.79、第６因子α＝.70、社会性尺度全体ではα＝.82と十分な
値が得られた。信頼性係数に関しては、今回分析に使用する変数についても十分な値が得
られた（信頼安心：α＝.84；ジェンダー：α＝.85；自尊感情：α＝.82；ルーダス：
α＝.79；性の責任：α＝.78）。

３－２．社会性尺度および関連する変数の性差
全被調査者の内、セックスの経験がある人を抽出したところ、女性は115人（48.5％）、

男性は106人（65.4％）であった。それらの各設問に関する結果がTable３である。男女間

に有意な差が認められた項目は、意志の強さ、ジェンダー、信頼安心、ルーダス、性の責
任の５尺度であった。その内、女性の方が高かった尺度項目は性の責任性（１%水準）、
信頼安心（５%水準）であった。男性の方が高かった尺度項目は、意志の強さ、ジェンダ
ー（ともに１%水準）、ルーダス（５%水準）であった。
これらの結果は、先行研究の結果とほぼ一致しており、従来から言われている女性像、

男性像から想像できるものであった。
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３－３．避妊行動の規定因とその性差
次に、セックスの経験のある人の避妊行動と各尺度との関連を検討した。避妊行動の項
目の合計点を、避妊行動がとれる上位群、中位群、とれない下位群の３群に分けた。女性
の上位群所属率は33.0％、下位群のそれは17.3％、男性の上位群所属率は25.5％、下位群
のそれは22.6％であった。以下のTable４、５、６は、避妊行動がとれる上位群ととれな

い下位群とで、各尺度の平均値に差が認められるか否かを分析した結果である。
まず全体では、性の責任性（0.1％水準）、ジェンダー、信頼安心（ともに１%水準）、ル

ーダス、基本的社会性、将来設計（いずれも５%水準）で有意な差が認められた。つまり、
性に対する責任が強くあり、平等主義的であって、相手のことを信頼し、約束などを守っ
て責任を果たし、将来の目標を明確に持って、恋愛における遊びの要素が低いほど、避妊
行動をとる傾向があると言える。次に女性では、性の責任性、ジェンダー（ともに１%水
準）、信頼安心（５%水準）で有意な差が認められた。つまり、性に対する責任が強くあ
り、平等主義的であって、相手のことを信頼しているほど、避妊行動をとる傾向があると
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言える。男性では、基本的社会性（0.1％水準）、性の責任性、ルーダス（ともに１%水準）
で有意な差が認められた。つまり、約束などを守って責任を果たす基本的な社会性があり、
性に対する責任が強くあり、恋愛における遊びの要素が低いほど、避妊行動をとる傾向が
あると言える。
こうした要因の中で避妊行動の規定因を調べるため、判別分析（ステップワイズ法）を
行った結果がTable７である。全体および性別の順に述べる。まず全体では、正準相関の

値は.45、Wilksのラムダは.79（p＜.01）と有意であったことから、平均値がグループ間で異
なっていることを示しており、識別することができる判別関数が得られたといえる。標準
化された正準判別関数係数の結果から、性の責任、性別役割意識が高いほど、恋愛におけ
る遊びの要素が低いほど、避妊行動をとる傾向にあり、そうでない場合には避妊行動をと
らない傾向にあるといえる。また全体の判別的中率は70.5％であった。
性別に分析した結果、女性では、正準相関の値は.43、Wilksのラムダは.82（p＜.01）と有

意であったことから、平均値がグループ間で異なっていることを示しており、識別するこ
とができる判別関数が得られたといえる。標準化された正準判別関数係数の結果から、性
の責任、性別役割意識が高いほど避妊行動をとる傾向にあるといえる。また、女性におけ
る判別的中率は69.0％であった。また男性でも正準相関の値は.61、Wilksのラムダは.63
（p＜.01）と有意であったことから、識別することができる判別関数が得られたといえる。
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標準化された正準判別関数係数の結果から、基本的社会性、性の責任が高いほど、避妊行
動をとる傾向にあるといえる。また、男性における判別的中率は76.5％であった。

Ⅳ．考　察

今回は、リプロダクティヴ・ヘルス／ライツに関連して、性的自己決定能力について取
り上げた。
この性的自己決定能力を育むにあたって必要とされる要素を、広義な社会性と捉え、男
女間の関係性も考慮し、それらが実際の性的自己決定の結果である性行動にどのように関
係しているのか、また、各要因の関係性を明らかにすべく、分析を行った。その結果、以
下のことがわかった。
先行研究に基づき、探索的に社会性尺度を作成した。社会性尺度は、全31項目、６因子
で構成され、それぞれ「アサーション」、「将来設計」、「意志の強さ」、「他者尊重」、「情報
収集・選択」、「基本的社会性」と命名された。
作成された社会性尺度の下位次元および関連する変数における性差について、女性の方
が高かった項目は性の責任性、信頼安心であり、男性の方が高かった項目はジェンダー、
ルーダス、意志の強さであった。
判別分析の結果より、避妊行動の規定因には性差が認められた。男女共通であったのは
性の責任性のみであった。女性では、性の責任性の他にジェンダーが規定因としてあげら
れ、男性では、基本的社会性、ルーダスが避妊行動の規定因と認められた。
男女ともに、避妊行動の規定因に性の責任性があることは、態度と行動の一貫性から十
分説明可能だと思われる。また、性別役割意識については、平等主義的であるほど避妊行
動をしていることになり、従来の研究と同様の傾向が認められた。またｔ検定の結果より、
女性の避妊行動の規定因のひとつに信頼安心の尺度があがっていた。この点については、
女性の方が二人の関係性による影響を受けやすいことを示していると考えられる。一方男
性では、基本的社会性が規定因としてあがっており、基本的社会性の高さによって避妊行
動をするか否かが決まるということは、相手との関係というよりも、自分がどう行動する
かという問題であると言えるだろう。男性の避妊行動においては、まず時間・約束を守る
ことや与えられた責任をきちっと果たすという、社会性の基本的なところを押さえる必要
があると言える。
しかし、社会性の発達について、松永（2004）は、大人になると社会性が身につくこと
が当然のように思ってしまいがちであるが、社会性を身につけていくのは容易なことでは
ないと述べている。
したがって、今回はリプロダクティヴ・ヘルス／ライツに拘わる性的自己決定能力から、
社会性と避妊行動についてその関係性を考察したが、上述した若者に不足している社会性
を育てるキャリア教育も視野に入れ、共通して社会性を育てていくことが必要であると言
えるだろう。
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また、これまで、性を総合的に捉え、自分の人生をどう生きるのかをプランニングして
いく前提として、それに関連した様々な調査データを蓄積し、女性の生涯の、広い意味で
の健康を支援できるような教育プログラムが作成できればと考えてきた。前回調査におい
ては、男性のジェンダー意識や暴力等の結果も一定限明らかになり、男女相互理解の観点
より男性の健康も総合的に考えていく必要性を示唆したところである。今回の研究におい
ては、性的自己決定能力において、社会性との関連性など男女で違いがあるという知見が
得られた。今後は、男女がともにあるリプロダクティヴ・ヘルス／ライツ教育プログラム
の作成にむけて、また、キャリア教育との共通性をも視野に入れて、総合的な教育プログ
ラムに発展させることが出来ればと考えている。
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